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第１章  総則  

変更なきにつき省略  

  

第２章  工事内容  

１．目的  

変更なきにつき省略  

  

２．工事場所  

   変更なきにつき省略 

   

３．工事概要  

   本工事は、1 号幹線水路付帯施設補修工事及びその附帯工事で、その概要は次のとおりである。 

内 訳 

①コンクリート補修工 （赤城第２調整池及び長井小川田 FP・森下原 FP）  

・赤城第 2調整池   

              （７．８５） 

    ひび割れ補修工   ７２．９０ｍ（注入工＋充填工） 

            （６７６．３６） 

    目地補修工    ５３７．２０ｍ 

             （１３．５０） 

    断面補修工      ０．１０㎡ 

   

・長井小川田 FP  

              （  〃  ） 

    ひび割れ補修工    １．８０ｍ（注入工） 

            （４３６．８０） 

    目地補修工    ４２９．８０ｍ 

              （  〃  ） 

    断面補修工      ０．２０㎡ 

 

・森下原 FP   

              （５．６０） 

    ひび割れ補修工    ７．４０ｍ（注入工＋充填工） 

            （５０９．７０） 

    目地補修工    ５０６．００ｍ 

              （０．１８） 

    断面補修工      ０．１６㎡ 
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（２４．９００） 

②糸井原 FP 管水路敷設換え   Ｌ＝２５．２４５ｍ  

ダクタイル鋳鉄管 ALW 型 1 種 呼び径 φ500mm  

水道用塗覆装鋼管 異形管 呼び径 φ500mm 

（２４．９） 

旧管路(PC 管)撤去 Ｌ＝２５．２ｍ 

       （〃） 

ｽﾗｽﾄﾌﾞﾛｯｸ工  N=１箇所 

       （〃） 

仮設工・その他  1 式  

  

４．工事数量 

変更なきにつき省略 

 

第３章  施工条件  

１．工程制限  

   変更なきにつき省略 

 

２．工事期間中の休業日 

工事期間中の休業日としては、雨天・休日等 13日/月を見込んでいる。  

なお、休業日には、土曜日、日曜日、祝日、夏期休暇、年末年始休暇を含んでいる。 

 

３．現場技術員 

変更なきにつき省略 

 

 ４．工事用地 

発注者で確保する工事用地の借地期間は、令和 3年 12月 27 日～令和 4年 6 月 30 日としてい

る。  

 

 ５．交通制限 

   変更なきにつき省略 

 

 ６．工期 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制を確保するため、事前に建設資材、建設労働者など

の確保が図れるよう余裕工期を設定した工事である。 

   余裕工期内は、主任技術者又は監理技術者を配置することを要しない。また、現場に搬入し

ない資材等の手配等を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等工事の着手を行って 

はならない。なお、余裕期間内に行う手配等は受注者の責により行うものとする。 
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    実工期：令和４年１月１２日～令和４年７月２９日まで 

    （余裕工期：契約締結の翌日から令和４年１月１１日まで）  

   ※ 契約締結後において、余裕工期内に受注者の準備が整った場合は、監督職員と協議の 

上、工期に係る契約を変更することにより、工事に着手することができるものとする。 

     なお、低入札価格調査等により、上記の工事の始期以降に契約締結となった場合には、

余裕工期は適用しない。 

  

第４章  現場条件  

 変更なきにつき省略 

  

第５章  指定仮設  

１．工事用道路等  

   変更なきにつき省略 

 

２．建設発生土受入地  

（１）建設発生土受入地は、図面に示す箇所とし、その名称、搬出予定量は次のとおりである。  

名称  地先名  搬出予定量  摘要  

糸井原 FP 場内 
利根郡昭和村糸井字

新中道地内  
１６m3  放土・整地  

（２）変更なきにつき省略  

 

３．土留工  

   変更なきにつき省略 

 

４．既設埋設物等  

   変更なきにつき省略 

 

５．仮回し水路（赤城第２調整池及び長井小川田 FP・森下原 FP） 

   変更なきにつき省略 

 

第６章 工事用地等  

 変更なきにつき省略 

 

第７章 工事用電力  

 変更なきにつき省略 

 

第８章 工事用材料 

①コンクリート補修工（赤城第２調整池、長井小川田 FP、森下原 FP） 

１．規格及び品質本工事で使用する主要材料の規格及び品質は、次のとおりである。  

なお、監督職員が指示する材料については試験成績書等を提出しなければならない。  
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（１） ひび割れ補修工（充填材） 

変更なきにつき省略 

（２） ひび割れ補修工(注入材) 

変更なきにつき省略 

（３） 断面修復工 

１） プライマー 

 プライマー塗布後に施工する断面修復材に適合する材料とする。 

２） 断面修復材（無機系） 

断面修復材は、ひび割れ追従性、耐摩耗性及び凍結融解性に優れたものとし、ポリマー

セメント系モルタルを標準とする。 

試験方法等 規格値 

付着強度試験 

JSCE-K 561 

供試体の被覆厚さは 20mm を標準と

する。 

水中条件における養生条件：供試体
作成後、温度 20±2℃、相対湿度
60±10％で７日間気中養生後、脱型
して水中養生を行う。乾湿・温冷繰
返し回数は 10サイクル。 

各試験条件における付着強度 

標準条件 1.5N/㎜ 2以上 

多湿条件 1.5N/㎜ 2以上 

低温条件 1.5N/㎜ 2以上 

水中条件 1.0N/㎜ 2以上 

乾湿繰返し条件 1.0N/㎜ 2以上 

温冷繰返し条件 1.0N/㎜ 2以上 

圧縮強度試験 JSCE-K 561（28 日間養生） 21.0N/㎜ 2 以上 

長さ変化率試験 

JIS A 1129-3 

試験体作成時及び脱型後の養生条

件：温度 23±2℃、湿度 50±5％ 

2 日間養生後に脱型した長さを基長
とし、材齢 28日の長さ変化率が
0.05%以下 

中性化促進試験 
JIS A 1153 

促進期間 4週間 

中性化深さ 5mm 以下（中性化速度係
数 18mm/√t 年以下） 

凍結融解試験 
JIS A 1148（A法） 

試験条件：凍結融解 300 サイクル 

相対動弾性係数 85％以上 

（４） 目地成型ゴム挿入工法 

    変更なきにつき省略 

（５） 目地充填工法 

目地充填工法で使用する弾性シーリング材はウレタン樹脂系と同等以上の性能を有する

ものとし、下表の品質規格を満足するものとする。 

試 験 方 法 等 規 格 値 

促進耐候

性試験 

JSCE-K511（キセノン 1,000 時間又はサンシ

ャイン 600 時間） 

膨れ、ひび割れ、剥が

れがないこと 

引張付着

性試験 

JIA A 1439 の 5.20 の「引張接着性試験」 
標準条件：伸び 100%

以上 

+23℃水中で 28日浸漬後、JIA A 1439 の

5.20 の「引張接着性試験」 

水中条件：伸び 60%以

上 

５℃で 28日養生後、JIA A 1439 の 5.20 の

「引張接着性試験」 

低温条件：伸び 100%

以上 

止水性 

試験 

目地充填工法の止水性試験方法（案)（試験

水圧 0.1MPa、水圧保持時間３分） 

漏水が認められないこ

と 



 

5  

  

耐久性 

試験 

JIS A 1439 の 5.17 の「耐久性試験」におけ

る目地幅の拡大・縮小 

変化率±20%×繰返し回数 3,650 回 

評価は JIS A 5758 の 8.「検査」による 

剥離・破断のないこと 

ダンベル

状試験片 

+23℃水中で 28日浸漬後、JIS K 6251 ダン

ベル２号試験体の重量変化率を JIS A 1439

の 5.20「養生後」と比較 

吸水率 10%以下 

引張接着

性試験 
JIS A 1439 の 5.20「引張接着性試験」 

50%モジュラス 

0.2N/㎜ 2以上 

（６） アスファルト混合物 

     変更なきにつき省略 

（７） コンクリート  

コンクリートは、レディーミクストコンクリートとし、種類は次のとおりとする。  

種類  
呼び強度 

(N/mm2)  

スランプ 

(cm)  

粗骨材の

最大寸法 

(mm)  

水ｾﾒﾝﾄ比 

W/C(%)  

ｾﾒﾝﾄの種

類による

記号  
使用目的 

無筋コンクリート 

（一般構造物）  
18  8  25(20)  65 以下  BB  

打換えコンク

リート（赤城

第２調整池） 

 

２．見本又は資料の提出  

 変更なきにつき省略 

 

３．監督職員の検査又は試験  

 変更なきにつき省略 

 

②糸井原 FP 管水路敷設換え 

１．規格及び品質本工事で使用する主要材料の規格及び品質は、次のとおりである。  

なお、監督職員が指示する材料については試験成績書等を提出しなければならない。  

（１）ダクタイル鋳鉄管  

変更なきにつき省略 

（２）舗装材  

変更なきにつき省略 

（３）コンクリート  

コンクリートは、レディーミクストコンクリートとし、種類は次のとおりとする。  
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種類  
呼び強度 

(N/mm2)  

スランプ 

(cm)  

粗骨材の

最大寸法 

(mm)  

水ｾﾒﾝﾄ比 

W/C(%)  

ｾﾒﾝﾄの種

類による

記号  
使用目的  

無筋コンクリート 

（一般構造物）  
18  8  25(20)  65 以下  BB  

コンクリート

版 

無筋コンクリート 

（一般構造物）  
18  8  40  65 以下  BB  

スラストブロ

ック、巻立コ

ンクリート 

（４）砕石類 

山砂 SP 相当 

再生クラッシャラン RC-40  

粒度調整砕石 M-30 

（５）木材  

    変更なきにつき省略 

 

２．見本又は資料の提出  

   変更なきにつき省略 

 

第９章  施    工 

①コンクリート補修工 （赤城第２調整池及び長井小川田 FP・森下原 FP） 

 １．一般事項  

（１） 検測又は確認（施工段階確認）  

１） 土木工事の施工段階においては、下表に示すとおりである。ただし、確認時期・頻度につ

いては、監督職員の指示により変更する場合がある。 

２） 下表に示す以外の工種は、自主検査記録を確認することがあるので、監督職員が提出を求

めた場合、これに応じなければならない。 

３） 下表の（重点監督）は、低入札価格調査制度における調査対象工事とする。 

工種 確認内容 
確認時期・頻度 

（一般監督） 

確認時期・頻

度（重点監

督） 

備考 

ひび割れ補修工 

（充填工法） 

長さ、溝はつりの幅

及び深さ、外観 

初期施工段階で各断面に 1 

補修箇所 

各補修箇所で 

１箇所 
施工後 

ひび割れ補修工 

（注入工法） 
長さ、外観 

初期施工段階で各断面に 1 

補修箇所 

各補修箇所で 

１箇所 
施工後 

断面修復工（無

機系） 

はつりの長さ・ 幅及

び厚さ、外観 

初期施工段階で各断面に 1 

補修箇所 

各補修箇所で 

１箇所 
施工後 

コンクリートは

つり工 

切削幅及び深さ、外

観 
初期施工段階で 1 補修箇所 

各補修箇所で 

１箇所 
施工後 

（２）既設構造物に対する処置  

変更なきにつき省略 
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（３）設計図書等について  

変更なきにつき省略 

  

２．再生資源等の利用  

  変更なきにつき省略 

 

３．建設資材廃棄物等の搬出  

 本工事の施工に伴い発生する建設資材廃棄物等を本現場内で利用することが困難な場合は、

次に示す処理施設へ搬出するものとするが、これにより難い場合は、監督職員と協議するもの

とする。 

建設資材廃 

棄 物 
処理施設名 住所 受け入れ時間 事業区分 

アスファルト  旭石材工業(株) 渋川市村上 3632 外 1 8 時～17 時  中間処理業者 

コンクリート 

(無筋) 
小幡解体興業(株) 

渋川市半田字元中島

2766-1 
8 時～17 時 中間処理業者 

 

４．特定建設資材の分別解体等  

  変更なきにつき省略 

 

５．既設構造物の出現 

 変更なきにつき省略 

６.水槽補修工 

１）準備工 

（１）変更なきにつき省略 

（２）変更なきにつき省略 

（３）変更なきにつき省略 

（４）下地処理工 

   変更削除 

（５）補修範囲の確認 

補修範囲は、令和 2年度の設計業務の結果を別添図面「補修計画図」に示しており、

各補修の位置及び範囲を確認する。なお、「補修計画図」に記載のないひび割れ、剥落

等の劣化が確認された場合は、「補修計画図」に追補するとともに写真等を記録するも

のとする。また、併せて監督職員立会のうえ、補修の対象とするか否かについて協議

するものとする。 

（６）ひび割れ補修工（充填工法） 

１） ひび割れ幅が変動する横断的なひび割れ部は、別添図面のとおりＵカット用のブレ

ードを用いて電動カッター等で溝を設けるひび割れ補修工（充填工法）で補修する

ものとする。 

なお、現地確認の結果、有機系の充填工法で補修する方が適切な場合は、事前に監

督職員と協議するものとする。 

２） 変更なきにつき省略 
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３） プライマーは、ポリマーセメントモルタルに適合する材料の使用を想定している。

なお、施工にあたっては、溝内部に塗り残しがないように均一に塗布するものとす

る。 

４） 変更なきにつき省略 

５） 変更なきにつき省略 

（７）ひび割れ補修工（注入工法） 

   変更なきにつき省略 

（８）断面修復工（無機系） 

１） ピック、コンクリートブレーカー、コンクリートカッター等を用い、脆弱部を除去

するものとする。 

２） 変更なきにつき省略 

３） 変更なきにつき省略 

 

②糸井原 FP 管水路敷設換え 

（１）検測又は確認（施工段階確認）  

１）土木工事の施工段階においては、下表に示すとおりである。ただし、確認時期・頻度に

ついては、監督職員の指示により変更する場合がある。  

２）下表に示す以外の工種は、自主検査記録を確認することがあるので、監督職員が提出を

求めた場合、これに応じなければならない。  

３）下表の（重点監督）は、低入札価格調査制度における調査対象工事とする。  

工種  確認内容  確認時期・頻度  

（一般監督）  

確認時期・頻度

（重点監督）  

備考  

土木シート  延長、幅  設置完了時点で１箇所  同左  指定仮設 

たて込み簡易土

留  

規格、間隔、延長  設置完了時点で１箇所以

降、構造変更毎に１箇所  

同左  指定仮設 

敷鉄板  枚数もしくは面積  設置完了時点で１箇所  同左  指定仮設 

掘削  床付け状況、基準高

さ、地盤支持力（附

帯構造物）  

初期床付完了時  

  

同左  

  

  

地質状況  地質変化時  同左    

砕石基礎  幅、厚さ、高さ  構造物毎に１箇所  同左    

路盤工  基準高、厚さ  初期施工段階で 1箇所以

降、構造変更毎に 1箇所  

同左    

管水路基礎  

（砂基礎）  

高さ、幅  初期施工段階で 1箇所  ２箇所以上    

管水路  

  

基準高、中心線のズ

レ、ジョイント間隔 

初期施工段階で 1 箇所  ２箇所以上    

（２）既設構造物に対する処置  

変更なきにつき省略 

（３）設計図書等について  

変更なきにつき省略 
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２．再生資源等の利用  

受注者は、次に示す再生資材を利用しなければならない。  

資材名  規格  備考  

再生加熱アスファルト混合物  再生密粒度 AS(13)  表層  

再生クラッシャラン  RC-40  路盤、構造物基礎  

なお、舗装材に使用する場合等には「舗装再生便覧」（（公社）日本道路協会発行）等を遵

守する。 

 

３．建設資材廃棄物等の搬出  

本工事の施工に伴い発生する建設資材廃棄物等を本現場内で利用することが困難な場合は、

次に示す処理施設へ搬出するものとするが、これにより難い場合は、監督職員と協議するもの

とする。  

建設資材 

廃 棄 物  

処理施設名  住所  受け入れ時  

間  

事業区分  

アスファルト  渋川アスコン（株） 
渋川市半田字元中島

2743 
8 時～17 時  

再資源化施設

業者  

コンクリート 

(無筋) 
小幡解体興業(株) 

渋川市半田字元中島

2766-1 
8 時～17 時 中間処理業者 

コンクリート 

(有筋) 
(株)フジモク 

沼田市大釜町字八幡平

333-1 他 
8 時～18 時 中間処理業者 

廃シート類 (有)金谷商事 
群馬県沼田市恩田町字

外川原 722、723-1 
8 時～17 時 中間処理業者 

  

４．特定建設資材の分別解体等  

   変更なきにつき省略 

 

５．土工  

  変更なきにつき省略 

 

６．基礎工  

（１）管体基礎  

１）変更なきにつき省略 

２）基礎材の規格及び品質は、第８章②１（４）による。  

３）変更なきにつき省略 

 

７．管体工  

   変更なきにつき省略 
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８．附帯構造物工  

   変更なきにつき省略 

 

９．原形復旧  

工事施工上必要な用地等の原形復旧は、次により行わなければならない。  

（１）畑地部  

変更なきにつき省略 

（２）道路復旧  

道路復旧については、図面及び下記で示す仕様で施工するものとする。  

１）アスファルト舗装工  

① 路盤工  

路盤は再生クラッシャラン（RC-40）及び粒度調整砕石（M-30）を施工条件に合った機

械により均一に敷き均し、締固めをしなければならない。  

② 表層工  

変更なきにつき省略 

２）既設錨  

変更なきにつき省略 

 

10．既設管撤去  

   変更なきにつき省略 

 

第 10 章  施工管理  

 変更なきにつき省略 

 

第 11 章 条件変更の補足説明  

変更なきにつき省略  

  

第 12 章 設計変更等の業務  

 変更なきにつき省略 

 

第 13 章 その他  

１．契約後ＶＥ提案  

   変更なきにつき省略 

 

２．電子納品  

   変更なきにつき省略 

 

３．配置予定監理技術者等の専任期間  

   変更なきにつき省略 
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４．ワンデーレスポンス実施に関する事項  

   変更なきにつき省略 

 

５．工事の施工効率向上対策  

   変更なきにつき省略 

 

６．現場環境の改善の試行  

   変更なきにつき省略 

 

７．週休２日による施工  

   変更なきにつき省略 

 

８．週休２日制の促進  

変更なきにつき省略 

  

９．地域以外からの労働者確保に要する間接費の設計変更について  

   変更なきにつき省略 

 

10．遠隔地からの建設資材調達に係る設計変更について  

次の資材については、以下の調達地域等から調達する事を想定しているが、安定的な確保を

図るために、当該調達地域等以外から調達せざるを得ない場合には、事前に監督職員と協議す

るものとする。また、購入費用及び輸送費等に要した費用について、証明書類（実際の取引伝

票等）を監督職員に提出するものとし、その費用について設計変更することとする。  

資 材 名  規  格  調達地域等  

仮設材(敷鉄板) L3,048×W1,524 

L6,096×W1,524 

群馬県渋川市 

仮設材(建込簡易土留材) H6.0m×B3.0m 未満 群馬県高崎市 

  

11．熱中症対策に資する現場管理費の補正  

   変更なきにつき省略 

 

12．新型コロナウイルス感染症に伴う工事で使用する資材等の納期への影響  

   変更なきにつき省略 

 

13．現場環境改善費  

    変更なきにつき省略 

 

14．法定外の労災保険の付保  

変更なきにつき省略 
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  15. 施工箇所が点在する工事の適用 

   変更なきにつき省略 

 

第 14 章  定めなき事項  

 変更なきにつき省略 


